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論文内容の要旨 
 
【目的】リポプロスタグランディン E1（LipoPGE1）は、血行改善薬として知られ、形成外科領
域では末梢循環不全に起因する難治性潰瘍の治療や皮弁の生着を促進させる目的で使用される。
現在までに様々な実際の創傷底で LipoPGE1 が微小循環に及ぼす効果については未だ明らかにさ
れていない。われわれは、ラットを用いた新しい創傷底微小循環可視化モデルを作成し、
LipoPGE1 が創傷底微小循環に及ぼす効果を検証した。 
【方法】 
Wistar 系ラットの耳介皮膚に顕微鏡下で真皮下血管網を温存した創傷を作成した微小循環可視
化モデルを作成した。尾静脈より薬剤（イントラリポス 2ml/kg、LipoPGE１ 6μg/2ml/kg、
LipoPGE1 10μg/2ml/kg）を投与し、投与前と投与後 30 分間の微小循環の変動を生体顕微鏡と
テレビモニターを接続したビデオで録画した。録画画像より細静脈の直径及び流速を計測し、血
流量を求め比較検討した。 
【結果】LipoPGE1 投与群では、投与前と比較して投与 10 分後より有意に血流量が増加した。（ｐ
<0.05）また投与群間の比較では、LipoPGE1 6μg/2ml/kg 投与群で、投与後 10 分、15 分、30
分で対照群と比較して有意に血流量が増加した。（p<0.05）また LipoPGE1 の血管外漏出や創傷
底への集積が確認された。 
【考察】 
LipoPGE1 は、創傷底微小循環に対しても血流量を増加させることが示唆された。 
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